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≪学校開放月間≫
秋も深まり、日が短くなってまいりました。保護者の皆様方におかれま

しては､いかがお過ごしでしょうか。さて、２学期が始まり２か月近く、

これまで様々な行事を実施してきました。９月２８日（土）の運動会では、

天候に恵まれ、子供たちは練習の成果を発揮し、息のそろったダンス、力

のこもった徒競走・リレー、情熱あふれる応援合戦等を披露してくれまし

た。特に高学年の組体操は、すばらしい演技で感動を与えてくれました。

お忙しい中、参観いただいた保護者、地域の皆さま、準備・後片付けにご協力いただい

た方々、本当にありがとうございました。

学校開放月間である１１月も様々な行事があります。１１月１９日は、授業参観と講

演会を予定しています。講師は、落語を交えながら人権意識を高める活動をされている

切磋亭琢磨さんです。以下、ご本人の挨拶（パンフレットより）・・・

「どうも 切磋亭琢磨と申します。涙話も耳の痛い話も 落語をもってお届けするの

がわたし流。なぜって、みんなで笑って泣いて、他人とおんなじ気持ちを共有すればお

のずとあったかい気持ちになりますでしょ。これが落語のええとこです。冷めた心に理

解させようなんて無理ですわ。大事な話は、あったまった心に落とす。これがわたし流

でございます。」

切磋亭琢磨さんは、三重県で教師をされたり、津市教育委員会で社会教育主事をされ

たりしていました。早期退職をし、現在、落語を通して講演会活動を全国で実施されて

います。講演会では、落語を通して、あったまった心で人権について学ぶ良い機会にな

ると考えています。お忙しいかと思いますが、多くの方々に出席していただきたく、よ

ろしくお願い申し上げます。

≪ねんりんピック≫
１１月９日～１２日、「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」が開催されます。

この大会は、スポーツや文化活動に高齢者自らが躍動し歓喜することを通じて、健康長

寿を実感し、スポーツや文化の楽しさを精いっぱい味わえること、そして、世代を超え

た交流の絆を深め、和歌山に来て良かったと思ってもらえることを目指しているそうで

す。４年前の「きのくに和歌山国体」以来の、大きな全国大会になります。

湊小学校では、応援のぼり旗のデザイン作成や、会場に飾る花の栽培などで大会に協

力しています。いくつになっても、スポーツや文化活動など、ひたむきに打ち込めるも

のをもって生き生きと自立した生活を送られている方は、たいへん魅力的です。湊小学

校の子供たちも、これからいくつになってもスポーツや文化活動に積極的に参加する人

に育ってほしいと願っています。

校長もがんばります。今年も１０

月２７日のジャズマラソンでハーフ

マラソンに参加予定です。スポーツ

の秋を楽しみましょう！


